（別紙）
調達物品に備えるべき要件

（性能、機能に関する要件）
Ⅰ. 質量分析装置　一式
1.　質量分析装置本体に関して、以下の要件を満たしていること。
1-1　質量分析装置本体は、マトリクス支援レーザー脱離イオン化飛行時間型質量分析装置であること。

1-2　質量分析装置本体は、サンプルプレート装填および駆動部マイクロタイタープレートの1/4サイズ仕様のサンプル板（48サンプル以上対応6cm×4cm）を有し、自動的にイオン源に収納される機構であり、自動真空機構である。また、自動測定を行うため、ターゲットを乗せるステージの位置精度は、±5μmでコンピュータ制御出来ること。
1-3　質量分析装置本体のイオン源の洗浄は、IRレーザーを用い、15分以内にて自動洗浄出来る機構を有すること。

1-4　質量分析装置本体の排気システムは、ターボ分子ポンプとオイルフリーのメンブレンポンプを採用していること。

1-5　質量分析装置本体は卓上型で寸法は幅510×奥行き680×高さ1,200mm以内であること。

1-6　質量分析装置本体の重量は床の耐荷重を考慮し、本体重量130Kg以下であること。

1-7　質量分析装置本体の電源は単相100V/15A(アース付)×2であること。
2.　測定・解析用データシステムに関して、以下の要件を満たしていること。
2-1　PC本体は1-3.及び1-4.のソフトウェアが動作可能な、以下の要件を満たしているコンピュータを提供すること。
2-2　PC本体のOSは、Microsoft社製Windows 7（英語版または日本語版）相当以上の性能、機能を有すると判断されること。
2-3　液晶モニターは対角22インチ以上の画面サイズを有するTFT カラー液晶ディスプレイであること。
2-4　日本語に対応したキーボードを１個備えること。また、光学式スクロール機能付き2 ボタン以上のマウスを提供すること。なお、日本語に対応できない場合は、ASCII 配列の104 キー英語キーボードを提供すること。
2-5　バーコードスキャナーは1次元バーコードを読み取り可能なこと。
3.　微生物同定ソフトウェアに関して、以下の要件を満たしていること。
3-1　マススペクトルデータの検出から、保存、同定のためのライブラリー検索まで、自動でデータ取得を行うことのできるソフトウェアであること。
3-2　総合的なサポートやアドバイスを受けることが出来るようソフトウェア及びライブラリーはハードウェアベンダーから供給されていること。
3-3　測定データとライブラリーを比較し、表示する解析ができること。
3-4　新たに取得したスペクトルをライブラリーへ登録できること。
3-5　自動キャリブレーション機能を有し、データ取得、質量校正、校正データの保存まで自動で行えること。
3-6　ライブラリーに登録されている全ての菌株データ（自ら解析したデータも含む）と、新たに取得した解析データを基にライブラリー検索を実施し、ライブラリーに基づく系統樹を同一ソフトウェア内で作製できること。
3-7  測定機管理システムにより作成された質量分析装置のサンプルプレート位置に検体番号の割付を行ったデータを取り込む機能があること。
3-8  複数人が同時に検査依頼を立てた場合でも、サンプルプレートに印刷されたバーコードによる管理により、依頼情報を検査員が選択せずに認識できる機構を有すること。
4.　微生物ライブラリーソフトウェア
4-1　あらかじめ2,000 種（微生物の分類基準である種のレベルで計算）以上の微生物のマススペクトルデータが登録されていること。
4-2　新たに取得した株のマススペクトルデータを既存のライブラリーに追加して、リファレンスライブラリーが構築できること。
5.　測定機管理システム
5-1　PC本体は縦40m×横15cm×奥行40cm以内であること。
5-2　CPUの性能・機能は、Intel Core i5-2400以上のプロセッサ 2 GHz相当以上を実装していること。

5-3　主記憶容量（メモリ）は、4 Gbytes以上であること。

5-4　ハードディスクは、256 Gbytes以上の物理容量を有すること。

5-5　1000BASE-TXに対応したインターフェース（LAN）を有すること。

5-6　OSは、Microsoft Windows7 日本語版相当以上の機能を有すること。

5-7　モニターは対角19インチ以上の大きさを有するTFTカラー液晶であること。 

5-8　質量分析装置のサンプルプレートラベルのバーコードを使用して検体情報を入力し、質量分析装置へ検査依頼を行うことができる機能を有すること。
5-9　上位システムとリアルタイムな検査情報の連携ができる機能を有すること。
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